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論文題目 清掃工場内における環境音をフィンガープリントとして用いた屋内エリア推定

要旨

清掃工場では，コスト削減のために工場内の作業員の位置を把握する研究が行われている．広大な清
掃工場内で直接位置を特定することは難しいため，一度測位対象空間を絞り込む (エリア推定)，多段
階に測位する手法が検討されている．これまでのエリア推定では，気圧差とLPWAのRSSIを用いた手法
が提案されているが，十分な測位精度を維持したまま細かくエリア単位を設定することができて いない．
そこで本研究では，さらに細かくエリア単位を設定するために清掃工場の環境音に着目する．清掃工
場で取得できる環境音がフィンガープリントとしての特徴量として有効であるかを調査し，環境音から抽
出した特徴量を用いてエリ ア推定手法を提案した．また先行研究よリもさらに細かいエリア単位を定義
した． エリア単位は 2 つ定義し，清掃工場の各部屋をエリアとして定義した場合と，炉室内を分割し，そ
れらをエリアとして定義した場合の 2 つである．結果として各部屋をエリアとして定義した場合は 98 % と
高いエリア推定精度が得ることができた．一方で炉室内を分割した場合では測位のためのエリア推定が
十分ではなかっ た．結果として清掃工場内での環境音がエリアを細かく設定する上で有効である こと
がわかった．


